
 

〔新ひだか町立高静小学校〕 
組織的なカリキュラム・マネジメントの強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 日高教育局では、各学校の育成を目指す資質・能力の実現に向けた全教職員による組織的なカリキ

ュラム・マネジメントの強化のため、新ひだか町立高静小学校の学校教育指導訪問の際、お伺いした

内容を基にし、本資料を作成しました。 

各学校の校内研修等において本資料を活用し、各教科等及び各学年が相互に関連を図り、系統的、

発展的な指導ができるようにするとともに、見直しを行った学校改善プランにおいて、カリキュラム・

マネジメントの確立を図ってください。 

日高教育局義務教育指導班 

「令和 2年度日高管内教育推進の重点」の具現化 

 

 
昨年度の成果と課題を踏まえ、今年度は、研究主題を「自分の思いや考えを進んで伝え、学びを

深めることができる子どもの育成～思いや考えを交流し、再考する活動を通して～」とし、本校が

目指す資質・能力の育成に取り組んでいる。 

本校が育成を目指す資質・能力をより具体的に各教科等の単元や題材などの学習内容と関連付け

るとともに、校内研修による組織的なカリキュラム・マネジメントの確立を図り、学校改善プラン

を見直すなど、全教職員で教育課程の実施・評価・改善を行っている。 

取組の内容 

 

  

 
 育成を目指す資質・能力について、PDCAサイク
ルを確立するとともに、進捗状況を踏まえて、最重点
化を図ることが大切です。 

ポイント① 
  育成を目指す資質・能力の最重点化を図る 

※グランドデザインの一部を省略させていただいております。 

 

ポイント② 
 重点を踏まえた単元構想 

 

 

 学校評価をカリキュラム・マネジメントと関連付けるために、教育課程・学習指導に係る評価はも

とより、人的な体制の確保の状況など、教育課程を効果的に実施できるよう、必要な評価項目・指標

等の精選や評価時期を工夫することが大切です。また、全教員で次年度以降の教育課程の編成の参考

資料とするため、年間時数配当表に実施状況や改善点を書き込むなど、評価方法を工夫する必要があ

ります。 

一層の充実に向けて 

 

 

 

 

 

 

学びに向かう力・人間性 

知 識・技 能 思考力・判断力・表現力 

 

 
高静小の 

育成を目指す 

資質・能力 

8 月に改定した学校要覧 平成 30・31 年度小（中）学校教育課程編成の手引（北海道教育庁学校教育局義務教育課） 

 
 
 
 長期の臨時休業中の校内研修において、
ワークショップ型の研修を行い、授業の場
面を想定した交流ツール等の活用について
理解を深めています。 

ポイント② 
課題を明確にした校内研修の実施 

 
 
 
 
学校評価を年２回実施し、前期の成果と課題

を踏まえ、学校改善プランを見直すことが大切
です。また、各校務分掌が連携して、業務改善
を図ることができるよう、改善する内容を総括
的な枠組みで整理し、担当部を明確にする必要
があります。 

ポイント③ 
 中間評価を踏まえた 

学校改善プランの見直し 


